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ジェンダー統計の観点からの性別欄検討ワーキング・グループ 

これまでの議論の経緯について 

 

第１回 令和４年５月９日（月）開催 

・ワーキング・グループの運営及び進め方 

・ジェンダー統計の観点からの性別欄の検討について 

 

第２回 令和４年５月20日（金）開催 

・ジェンダー統計の観点からの性別欄の取扱い（更新）について 

・構成員ヒアリング 

 杉橋やよい構成員「ジェンダー統計の重要性」 

 繁内幸治構成員 「性同一性と性自認」 

  岩本健良構成員 「性別欄とジェンダー統計をめぐる動向と課題」 

 

第３回 令和４年６月24日（金）開催 

・ジェンダー統計の観点からの性別欄の取扱い（更新）について 

・構成員ヒアリング 

  釜野さおり構成員「社会調査にSOGI項目を含める –Why & How -」 

  神谷悠一構成員 「ジェンダー統計と性別欄を検討するにあたって前提となる 

トランスジェンダーをめぐる困難」 

  下山裕子構成員 「申請書等における性別欄の見直しに係る調査」 

 

第４回 令和４年７月15日（金）開催 

・ジェンダー統計の観点からの性別欄の取扱い（更新）について 

・構成員ヒアリング 

  神林龍構成員  「調査統計と業務統計の違い、技術的に考えるべき論点」 

  塩見朋子構成員 「資生堂のD&I」 

  白波瀬佐和子座長「ジェンダー多様性からみる性別記入欄の検討： 

ジェンダー統計の観点から」 


